
大
船
渡
地
区
は
「
大
船
渡
」、
末
崎
地
区

は
「
新
校
名
」
を
望
む
と
し
て
、
な
か

な
か
妥
協
点
を
見
い
だ
せ
ず
に
来
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
平
行
線
で

行
き
、
何
も
決
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
教
育
委
員
会
事
務
局
に
い
い
案
が

あ
れ
ば
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。

令
和

年

月
を
統
合
と
掲
げ
て
い
る

3

4

以
上
、
以
後
の
事
務
手
続
き
を
考
え
る

と
時
間
的
ゆ
と
り
は
な
い
。
少
な
く
と

も
、
こ
の

月
中
に
校
名
は
決
め
な
け

12

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
た
。
さ
て
、
ど

う
し
よ
う
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
大
船

渡
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
委
員
か
ら
「
両

地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
委
員
で
話
し
合
い
、

そ
こ
で
案
が
出
せ
る
も
の
な
ら
出
し
た

い
の
だ
が
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
（
発

案
）
が
あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
部

会
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
急
遽
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
を

立
ち
上
げ
、
両
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
委

員
全
員
が
そ
の
部
会
員
に
任
命
さ
れ
た
。

そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
で
決
定
し
た
案
は

尊
重
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

議
場
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
員
の
み
残

り
、
他
は
外
（
廊
下
）
に
出
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
部
会
は

分
程
か
か
っ
た
。

40

ま
と
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
再
度
推
進

★
「
新
年
書
初
め
会
」の

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

目
的

子
供
か
ら
大
人
ま
で
新
年
を
寿

ぎ
、
新
た
な
気
分
で
筆
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

＊
抱
負
や
意
気
込
み
願
い
事
等

＊
新
年
の
思
い
を
言
葉
に
込
め
て
、

心
豊
か
に
筆
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

＊
字
形
（
上
手
下
手
）
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
気
持
ち
を
入
れ
る
か
ど
う
か

が
大
切
で
す
。

・
小
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
冬
休

み
の
宿
題
に
ど
う
ぞ
。
お
手
伝
い

し
ま
す
。

日

時
令
和

年
１
月

日

時
～

時

2

4

（土）
13

15

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

主

催
末
崎
長
寿
会
（
長
寿
書
道
会
）

講

師
現
日
会
審
査
員
・
陸
奥
書
道
会

審
査
員

今
野
雲
上
氏

対

象子
供
か
ら
大
人
ま
で

持

参
筆
・
墨
汁
・
ぶ
ん
ち
ん
・
す
ず
り

・
下
敷
等
。

用
紙
は
、
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

参
加
料無

料

書
初
展月

日
か
ら
同

日
ま
で
市
立

1

7

31

博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示

し
ま
す
。

申
込
み月

末
日
ま
で
に
菊
池
平
八
郎
あ

12て
電
話
で
連
絡
を
（
当
日
参
加
可
）

☎

ー
２
２
７
０

29

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

1

11
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

１
月
は
お
休
み
致
し
ま
す
。

大
船
渡
・
末
崎
地
区
学
校
統
合
推

進
協
議
会
は
、

月

日
、
防
災
観

12

4

光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
5

回
目
の
推
進
協
議
会
を
開
き
、
令
和

年

月
、
統
合
予
定
の
大
船
渡
中

3

4

学
校
と
末
崎
中
学
校
の
新
校
名
を
「
お

お
ふ
な
と
中
学
校
」
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
去
る
、

月

日
に
開

10

7

催
さ
れ
た
第

回
の
学
校
統
合
推
進

4

協
議
会
で
は
、
校
名
は
「
大
船
渡
南
」
、

「
大
船
渡
み
な
と
（
港
）
」
、「
大
船
渡
」

の

案
か
ら
一
つ
に
絞
る
こ
と
に
し

3
て
い
た
。

第

回
学
校
統
合
推
進
協
議
会
に

5

お
い
て
は
、
主
と
し
て
校
名
、
校
歌
、

校
章
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
校
名
が
決
ま
ら
な
け

れ
ば
、
先
に
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

先
ず
校
名
を
決
め
る
こ
と
と
し
、
校

名
に
つ
い
て
各
地
区
の
委
員
か
ら
考

え
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。
各
委
員
は

順
に
（
大
船
渡
地
区
か
ら
末
崎
地
区

へ
）
考
え
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
市

議
会
議
員
か
ら
も
意
見
を
伺
っ
た
。

基
本
的
に
は
、
大
船
渡
地
区
は
「
大
船

渡
」
、
末
崎
地
区
は
「
大
船
渡
南
」
を

望
む
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で

 

末崎町の石碑・祠・神社(29)
観音様について ～ その 6

(5) 末崎町内の観世音菩薩等 ～ その 3
④ 観世音石碑(大船渡市史五巻 267)
所在地 末崎町字作沢（後藤一郎様宅付近）
建立年月日 天保 14年 12月日(1843)
大きさ 70cm× 145cm 自然石
表面 観 世 音

天保十四年十二月吉日
濃州神渕竜門寺 従主催

碑文 行者之難兮寒中之修行也臥子起寅叚爾一体順行者全非乞
信施只間安否以其難刻石残永世行者之忠也

市史添書き この年十二月二日弘化と改元。
説明 「濃州神渕竜門寺」についてインターネットで調べたと
ころ、次のとおりわかりました。
岐阜県加茂郡七宗町神渕 4431 神渕山 龍門寺 臨済宗妙
心寺派 本尊 釈迦牟尼如来 準別格地の寺院 鎌倉時代に
遡る屈指の古刹である。
このことから見ると、上記のお寺の関係者が建立したもの
と思われます。碑文は漢文の能力不足で解読できなかったの
でどなたかご協力してください。ここが解読されるとこの碑
が建立された理由が分かると思われます。(紀)

小田 後藤一郎様付近の観世音石碑

学
校
統
合

校
名

「
お
お
ふ
な
と
」
に
決
定

セ
を
無
理
や
り
ね
じ
込
ん
で
入
れ

て
い
く
人
が
い
る
。
容
易
に
取
り

出
す
こ
と
（
回
収
）
が
で
き
ず
困

っ
て
い
る
。
ま
た
、
蛍
光
管
の
み

で
な
く
、
取
り
付
け
る
本
体
ま
で

持
っ
て
く
る
人
が
い
る
。
さ
ら
に

多
い
の
は
、
紙
袋
に
入
れ
た
ま
ま

捨
て
て
い
く
。

こ
こ
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
の
で
、
定
め
ら
れ
た
も
の
の

み
、
袋
か
ら
出
し
て
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

に
入
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

<

参
考>

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら

れ
る
も
の

使
用
済
み
電
池
、
電
球
、
蛍
光

管
、
携
帯
電
話
、
小
型
ゲ
ー
ム
機

な
ど
、

た
て

よ
こ

奥
行
き

18
cm

38
cm

20
cm

以
内
の
も
の

・
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
日
の

ご
案
内
・
・

本
年
度
も
左
記
の
通
り
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

練
習
日

１
月

日

か
ら
毎
週
金
曜
日

10

（金）

時

間
午
前

時
～

時
ま
で

10

12

場

所
ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

体

育

館

参
加
料

無
料

大
会
予
定

月

日

2

21

(金)

そ
の
他

ル
ー
ル
は
簡
単
、
誰
で
も
す
ぐ

楽
し
め
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

・
・
ボ
ッ
チ
ャ
っ
て
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
？
・
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
す
。
白

い
ボ
ー
ル
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）
に
赤･

青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
、
転
が
し
た
り
、
当
て
た
り
し
て
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。

協
議
会
委
員
全
員
が
招
集
さ
れ
議
事

に
入
っ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
長
か
ら
審
議
過
程
と
結

果
が
報
告
さ
れ
た
。
両
地
区
率
直
に

意
見
交
換
し
、
投
票
の
結
果
「
大
船

渡
」
に
決
定
し
た
。
し
か
し
、
大
船

渡
を
平
仮
名
に
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
、
再
度
投
票
し
た

結
果
「
お
お
ふ
な
と
」
と
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
推
進
協
議
会

と
し
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
の
案
を
尊

重
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
の
で
、
異

議
な
し
と
し
て
、
「
お
お
ふ
な
と
」
を

承
認
し
た
。

校
歌
、
校
章
に
つ
い
て
は
、
来
年

月
に
開
催
さ
れ
る
次
回
の
推
進
協

1議
会
で
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

大
船
渡
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
使
用
済
み
電
池
や
蛍
光
管
、

不

要
に
な
っ
た
携
帯
電
話
や
小
型
の
ゲ

ー
ム
機
等
の
回
収
た
め
、
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
（
体
育
館
わ
き
）
に
「
回

収
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
け
て
い
る
。

最
近
、
通
常
で
は
入
ら
な
い
ラ
ジ
カ

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

利

用

に
つ
い
て
お
願

い
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